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１．はじめに 

 平成 28 年度にスキルアップ研修としてラズベリーパイの導入方法、利用の基礎を学び、

簡単な電子回路・電子機器の制御を学んだ。本研修においては測定等が出来る電子工作物

を作成するとともに実践的なラズベリーパイの利用方法を学習することを目的として行

った。 

 

２．内容 

 ラズベリーパイにセンサー部品を接続し測定を行い、ネットワークシステムを介して結

果確認できるなど、IoT（Internet of Things）を利用するようなテーマを個々人で見つけ

学習していく方法で研修を行った。以下に取り組んだテーマを示す。 

 

◆ 人感センサーを用いたラズベリーパイで防犯システム 

  人体が発する熱（赤外線）を感知して反応する人感センサーと USB カメラを利用した

防犯システムの制作を行った。撮影したデータはコーディルテクノロジー(株)が行って

いる Codyl Connect（ベータ版）というサービスを利用して、Google ドライブに画像を

保存し LINE で通知し確認できるようにした。 

   

図 1．作成した防犯システム        図 2．LINE 通知 

 

◆ 環境センサー測定データを Google スプレッドシートでグラフ表示 

ラズベリーパイ、温度・湿度・気圧が測定できる環境センサーBME280、照度センサー

TSL2561 を用いて環境データを取得し、取得したデータを Google スプレッドシートに自

動的に記録してグラフ表示を行う。 

 

 



 

◆ 学習リモコンの製作 

リモコンからの赤外線を受光し送信パターンをラズベリーパイに学習させ、これに基

づいて生成した信号を送信して家電製品を操作する。ラズベリーパイはインターネット

に接続できるので遠隔での操作が可能となる。今研修では回路の製作のみを行いインタ

ーネット接続は将来の課題とした。 

  

図 3．回路図                       図 4．学習リモコンの送受信部 

 

◆ 超音波距離測定装置 

超音波距離測定装置とはセンサーから発した音波が対象物に反射され、その反射波が

観測されるまでの時間から距離を測定する装置である。この装置にブザー等と連動させ

ての動体センサーの構築や、バッテリーとキャラクタ液晶ディスプレイを利用した携帯

用の測定装置を作成して、中学生を対象とした体験講座にも利用できるようにする。 

 

◆ ラズベリーパイを使った電力測定 

  エコ対策のひとつとして、消費電力の可視化とデータ保管を目的としたシステムの作

製を行う。分電盤の単相三線 100V の 2 回路にクランプ式の電流センサーを挟み、使用電

流を 1/3000 に落としてから高精度抵抗で電圧に変換する。この電圧を AD コンバーター

でデジタル信号に変換し、サンプリングデータとしてラズベリーパイに取り込みデータ

管理ソフトでグラフ化を行う。 

 

３．まとめ 

 ラズベリーパイを使用して測定を行い、その結果についてネットワークシステムを介し

て確認する仕組みを簡単ながら学習することが出来た。しかしながら作成する物を各個人

で見つけるところから始めたため、いくつかのテーマにおいては企画、部品選定までしか

行えず期間内には完成に至らなかった。研修期間は終了したが完成していない物について

は今後も引き続き作成を行いたい。 
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